
この広報誌は大口町社会福祉協議会の会費・赤い羽根共同募金を活用してつくられています。
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平
成
２５
年
度
の
共
同
募
金
運

動
に
つ
い
て
、多
く
の
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、 

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
度
も
、町
民
自
ら
の
行

動
を
応
援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町

を
良
く
す
る
し
く
み
。」を
テ
ー

マ
に
全
国一斉
に
運
動
が
始
ま
り

ま
す
。

　

共
同
募
金
の
助
成
は
、高
齢

者
サ
ロ
ン
の
運
営
や
草
の
根
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
費
用
か

ら
、障
が
い
者
作
業
所
の
車
の

整
備
・
社
会
福
祉
施
設
の
改
修

ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
民
間
社
会

福
祉
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

町
内
企
業
様
、協
力
団
体
様
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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特
集 

赤
い
羽
根
共
同
募
金

共同募金には税制上の
優遇措置があります

共
同
募
金
運
動

１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で

募金機能付き自動販売機
で商品を購入すると、一部
が募金になる方法

自動販売機は、健康文化セ
ンター１階と大口一期一会
荘に設置されています

企業、団体、官公庁などの
職場で、従業員の方に募金
をお願いする方法

このうち、８８％が大口町内で実施する福祉事業に、
１２％が愛知県内の広域の社会福祉施設の整備や団体の
事業に役立てられます。
詳しくは４ページをご覧ください。

区長さんを通じて、
各ご家庭に募金を
お願いする方法

　共同募金会は、税制上、国と地方公共団体と同じよう
に、寄附に対する『優遇措置の対象団体』になっていま
す。そのため、寄附者は優遇措置が受けられます。
　税制上の優遇措置が講じられているのは、共同募金会
の行う事業が社会福祉法によって位置づけられた運動
であり、共同募金による助成が社会福祉の増進に貢献し
ていると、社会的評価を得ているためです。
●個人からの寄附
　所得税（国税）の寄附金控除対象となる上、さらに個人
住民税（地方税）の寄附金税額控除対象にもなります。
●法人からの寄附
　法人の所得から支出された共同募金への寄附は、全
額損金扱いとなり法人税の優遇措置が適用されます。
※共同募金のしくみ・税制上の優遇措置について、詳しく
は中央共同募金会ホームページへ
http://www.akaihane.or.jp

スーパーマーケットなど
の人通りの多い場所
で、募金をお願いする
方法

自動販売機
での募金

職域・法人
募金

戸別募金

街頭募金

平成２５年度 赤い羽根共同募金 実績額

平成２６年度 赤い羽根共同募金 目標額

３，５２２，５５1円

赤い羽根共同募金は、あらかじめ事業の必要性や緊急
性を考え、寄付者の方々に納得いただけるような配分
計画を立て、その計画額を目標額として行っている募金
です。

３，７０８，００0円

一般募金
歳末たすけあい募金

３，５１９，０００円
１８９，０００円

（内訳）
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第６６回赤い羽根協賛
児童生徒作品コンクール優秀作品

　愛知県共同募金会が主催する作
品コンクールに、今年度も町内小中
学校から書道444点、ポスター276
点の応募作品がありました。多数の
ご応募をいただき、誠にありがとう
ございました。
　各学校からの推薦作品40点の中
から、大口町共同募金委員会の審査
により、上の６点を優秀作品として愛
知県共同募金会へ推薦しました。
　学校推薦作品は、次のとおり展示
し、赤い羽根共同募金の啓発に役

発表！

立てられます。ぜひご覧ください。
※上の６点の優秀作品は、愛知県共同募
金会の審査終了後、大口町内で展示さ
せていただきますのでご了承ください。
①健康文化センター１階 町民ギャラリー
　9/26（金）～10/8（水）
②アピタ大口店2階
　10/10 （金）～10/23（木）
③健康文化センター2階 社協事務局前
　11/1（土）
　（ふれあいまつり開催日）

アピタ大口店での展示の様子
（昨年度）

大口中学校3年
平松 優里

大口中学校3年
中間 理彩紀

大口西小学校3年
稲波 茜音

大口中学校3年
森 嵩登

大口西小学校6年
山田 夏生

大口西小学校4年
林 明香里



特
集 

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
大
口
社
協
で
は
、福
祉
教
育

の一
環
と
し
て
、子
ど
も
た
ち

が
老
い
る
こ
と
や
障
が
い
に

対
す
る
正
し
い
理
解
を
持
ち

「
と
も
に
生
き
る
力
」を
育
む

た
め
、体
験
型
の
福
祉
実
践

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
口
南
小
学
校
３
年
生
か

ら
６
年
生
の
児
童
２
０
５
名
、

大
口
西
小
学
校
６
年
の
児
童

８３
名
が
福
祉
実
践
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

手
話
、点
字
、車
い
す
、盲

導
犬
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で

は
、障
が
い
を
も
つ
当
事
者

の
方
が
講
師
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
知
識
や
技
術
を
覚
え

る
だ
け
で
な
く
、当
事
者
の
方

か
ら
日
常
生
活
の
体
験
談
や
、

困
っ
た
と
き
の
対
応
の
し
か

た
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。 

　

体
験
し
た
児
童
か
ら
は
、

「
聞
こ
え
な
い
人
に
は
、手
話

な
ど
見
え
る
方
法
が
大
切
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
点
字
の
先
生
に
、上
手
で
す

と
い
わ
れ
て
、う
れ
し
か
っ
た

で
す
。」

「
車
い
す
の
先
生
が
声
を
か
け
て

く
れ
て
、安
全
に
乗
れ
ま
し
た
。」

「
ヴ
ェ
ス
タ
く
ん
が
、先
生
を

信
頼
し
て一
生
懸
命
守
っ
て
い

る
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
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昨年度の募金が、今年度の事業につかわれます

共同募金のつかいみち

赤い羽根共同募金配分金事業（一部抜粋）

大口社協が配分を受け、町内で実施する
さまざまな福祉事業に役立てられます。

愛知県内の広域の社会福祉施設や車両
の整備、団体の事業に役立てられます。

ひとり親家庭夏休み日帰り旅行、ボランティア養成
講座、ふれあいまつり、ふれあいサロン事業など

３，５２２，５５1円

地域福祉推進のために 1,367,852円
福祉実践教室、赤ちゃん訪問プレゼント事業（民
生委員児童委員ドアノッキング事業への協力）

子どもたちのために 400,000円

敬老事業、おせち料理配布事業
おとしよりのために 550,000円

車いす、ふれあいサロンなどの備品整備
歳末たすけあいに 175,699円

愛知県全域の福祉推進のために
共同募金運動推進のために 177,000円

452,000円重度身体障がい者日帰り旅行、障がい者スポーツ
大会、障がい者団体の活動助成など

障がいをお持ちの方のために 400,000円

盲導犬のヴェスタは、今年で引退。
長い間がんばってくれてありがとう！

地域福祉推進の
ために

おとしよりのために障がいをお持ちの方のために

子どもたち
のために

歳末たすけあい

共同募金運動推進

愛知県全域の福祉推進のために

（平成25年度 赤い羽根共同募金 実績額）

39％

16％11.5％
11.5％5％

5％

12％
88%

12%

赤い羽根共同募金配分金事業
大口南小学校・西小学校
福祉実践教室
6/19（木）・6/20（金）・6/26（木）



大口中学校ＪＶＣ
夏休み福祉体験

　

大
口
社
協
で
は
、毎
年
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　
養
成
講
座
の
目
的
は
、新
た
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
、既
存
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
補
強
。現

在
、社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
活
躍
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、こ
の
養
成
講
座
の
修
了
者
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、平
成
２３
年
度
に
同
講
座

の
修
了
者
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク

ル「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
ん
ぼ
」の

補
強
と
新
た
な
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
を
目
的
と
し
て
開
講
。

　

傾
聴
は
、聴
き
手
が
謙
虚
さ
を

持
ち
、目
と
耳
と
心
で
積
極
的
に

「
聴
く
」た
め
の
技
術
。

　

話
し
手
の
話
を
受
け
止
め
共
感

し
、心
の
浄
化
や
自
尊
心
を
取
り
戻

す
聴
き
方
と
は…

？

　
８
名
の
受
講
者
は
、話
し
手
と
聴

き
手
の
体
験
、テ
ー
マ
別
の
話
し
合

い
、自
己
分
析
等
、講
師
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
実
践
。「
話
し
手
が
話

し
た
い
と
思
う
聴
き
方
に
は
、コ
ツ

が
あ
る
ん
で
す
ね
。」「
傾
聴
っ
て
本

当
に
大
切
だ
と
知
り
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、自
分
自
身

の
人
生
に
も
い
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。」等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
傾
聴
を
始
め
て
１０
年
に
な
り
ま

す
が
、今
で
も
勉
強
中
」と
講
師
の

早
川
氏
。傾
聴
の
や
り
が
い
と
奥
深

さ
を
実
感
す
る
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
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　毎週火曜日の午前中、おも
ちゃ図書館内で行われている
「まむ＊まむ」は、ママたちの居場
所として、すっかり定着。年間延
べ1,000人以上の親子が利用
しています。
　ボランティアが、かわいい乳幼
児を連れたママたちを見守ります。

　今年の夏も、大中のボランティアが
保育園や児童館で活躍しました！
　子どもたちは、大きいお兄さんお姉さ
んと遊んで大喜び。
　「子ども大好き！」という中学生のみな
さん。将来が楽しみです。

「高齢者が増える中、傾聴は今後ますます必要
とされていきます。」と講師の早川一枝氏。

赤い羽根共同募金配分金事業
ふれあいサロン
子育てサロンまむ＊まむ

赤い羽根共同募金配分金事業

傾聴ボランティア養成講座
6/23（月）・6/30（月）・7/7（月）　全３回講座

1 1 月開講「ふれあいサロン
運転ボランティア養成講座」
12 月開講「回想法基礎研修」
16 ページをご覧ください！
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●大口町身体障害者福祉協会、心身障害
児（者）親の会、更生保護女性会、母子寡
婦福祉会、保護司会、遺族会、尾北地区聴
覚障害者福祉協会、尾北精神障害者家族
会、しらゆり会大口支部への助成

●町内各地区・法人のみなさまのご協力
により共同募金運動を実施
・赤い羽根共同募金実績額

3,346,852円
・歳末たすけあい募金実績額

175,699円
●共同募金配分金事業の推進と充実
●募金機能付自動販売機を健康文化セ
ンター１階、軽費老人ホーム一期一会荘1 
階に設置
●災害復興義援金の募集窓口を設置

●大口社協居宅介護支援事業所
●大口社協訪問介護事業所
●大口社協デイサービスセンター

●大口町表彰式典の開催（町との共催）
平成25 年11 月23 日
●点字投票制度への協力
●平成25年度西尾張ブロック社会福祉
協議会災害救援活動会議幹事社協として
防災講演会の開催 平成25年10月12日
（参加者数 190名）
●「平成25 年度西尾張ブロック社会福
祉協議会ボランティアフェスティバル
平成25年12月15日
（参加者数 513名）

　今年７月からの会員募集に
ついて、一般会員・賛助会員・
法人会員の皆様のご賛同をい
ただき誠にありがとうござい
ました。
　また、会員募集について、各
地区区長さんをはじめ地区役
員の皆様には、多大なご協力を
賜り、ありがとうございました。
　会費は、社協で実施する各種
事業の貴重な財源として、大切
に活用させていただきます。

●生活福祉資金貸付制度の窓口業務
●町くらし資金・緊急一時支援等

●心配ごと相談所の開設
（毎月第１・第３・第４水曜日）
（相談者数 延76名）
●総合福祉相談の窓口常設
（相談者数11名、支援回数延254件）
●日常生活自立支援事業の相談窓口常設

●わたがし機、ポップコーン機、松葉杖、福
祉車両、車いす等の貸出サービス
（総貸出件数 208件）

福祉関係団体の育成・助成

共同募金事業

貸付事業

相談事業

貸出事業

福祉関連事業

社協会員加入のお礼

在宅福祉サービス
３事業所の経営

平成25年度　大口町社会福祉協議会決算報告
項　目 金額（単位：円）

会費収入
寄付金収入
補助金/助成金収入
受託金
貸付事業等収入
共同募金配分金
介護保険事業等収入
支援費等利用料収入
経理区分間繰入金収入
繰越金（前期）
その他
収入合計

3,241,600
1,776,444
25,439,271
9,419,949
828,600
3,655,735
43,943,879
9,270,007
10,800,880
23,029,353
192,180

131,597,898

項　目 金額（単位：円）
法人運営事業
企画・広報事業
地域福祉推進事業
資金貸付事業
心配ごと・総合福祉相談事業
共同募金配分金事業
ボランティアセンター活動事業
居宅介護等事業
老人デイサービス事業
居宅介護支援事業
当期末繰越金
支出合計

29,129,333
266,798
607,089
650,910
490,336
4,272,073
6,126,294
27,483,734
27,564,725
11,266,830
23,739,776
131,597,898

善意だより
　社会福祉に役立ててほしいと、大口町
社会福祉協議会にあたたかい寄付・寄贈
が寄せられました。厚くお礼申し上げます
とともにご報告します。
順不同(6月～8月 取扱い分)

株式会社サカイ様より、会社創
立50周年記念・介護サービス
事業開始10周年記念として、
ご寄付を頂戴しました。

●尾北ソシアル連合会 様
●ダンスサークル大口 様
●株式会社サカイ 様
●宮本幸三 様

26,350 円
45,000 円
500,000 円

未使用品おむつ等
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平成25年度
社協事業報告（抜粋）
　去る平成26年5月16日（金）に社会福
祉協議会理事会、5月27日（火）に社会福
祉協議会評議員会が開催され、平成２5 
年度の事業報告と決算報告が承認され
ました。
　なお、平成25年度の事業報告、財産目
録、資金収支計算書、貸借対照表は社会福
祉協議会窓口にて公開しておりますので、
閲覧希望の方は、本会までお申出下さい。

●第29回大口町障がい者スポーツ大会
の実施 平成25年９月21日
（参加者数 288名）
●重度身体障がい者日帰り旅行の実施
平成25年10月22日
（参加者数 18名）
●大口おもちゃ図書館さくらの活動支援
●大口町障がい者等地域生活支援事業
（移動支援事業）の受託
●精神障がい者を対象とするサロン「フ
リースペースれんげそう」の運営支援
開催回数24回
（参加者数 延435名）

●ひとり親家庭夏休み日帰り旅行の実施
平成25年8月3日
（参加数14家族37名）
●母子家庭等に対する「就業相談日」を
開設
●母子寡婦福祉会の活動支援
●小学校、中学校、高等学校等入学のひと
り親家庭を対象にお祝い金を贈呈（19件）

●サロン設立初年度の備品助成
●サロン開催実績回数（上限24回）に対
し助成
●サロンに対する行事保険の加入
●サロン活動で必要な備品の貸出
●サロンのＰＲや広報等ちらしを作成し
活動を支援

●大口町高齢者軽度生活援助事業（ホーム
ヘルパー）、大口町生きがい活動支援通所
事業（デイサービス）、大口町はつらつ健康
体操事業（いきいき教室）の受託

●理事会
第１回　平成２5年5月17日開催
第２回　　　　　 5月28日開催
第３回　　　　　 8月23日開催
第４回　　　　  10月28日開催
第5回　平成26年３月18日開催
●評議員会
第１回　平成２5年5月28日開催
第2回　平成26年３月27日開催

●一般・賛助会員　5,250件
　　　　　　　　 （加入率68％）
●法人会員　　　  78件
●会費合計金額　  3,241,600円

理事会・評議員会の開催

●「おおぐち社協だより」を4月、7月、10 
月、1月の計4回発行
●ホームページを更新し、見やすい社協
をこころがけ事業を公表、事業の利用及
び参加・協力の働きかけを実施
●大口町ふれあいまつりにおいて「ふく
しわくわくランド」を開催

●夏休みボランティア出前講座の実施
　（参加人数合計108名）

広報・啓発活動

社協会員募集

●ボランティア養成講座の実施
①点訳ボランティア養成講座（全8回）
（参加延人数 15名）
②災害ボランティアコーディネーター
養成講座（全５回）
（参加延人数 69名）
●ボランティア研修会の実施
大口町ボランティア連絡協議会と合同で、
キユーピー㈱挙母工場で食育に関する研
修会を開催
平成25年7月12日（参加者数 31名）
●社協ボランティアセンター登録
団体数33 団体（延458 名）
●ボランティア保険加入及び事故時等の
事務
ボランティア活動保険加入者数
団体 61団体 （1,032名）　個人 7名
総加入者数 1,039名
（男性420名 女性619名）
・事故件数 1件
●ボランティア派遣
各種団体・個人からの依頼により、ボラン
ティア派遣を調整（11件）

●町内小中学校と協働で、福祉教室（福祉
実践教室・総合学習）を実施し、福祉教育
を推進
（参加児童・生徒数 延1,123名）
●子育て支援サークルの活動支援
●おもちゃ病院「おおぐち」の支援
●青少年等ボランティア福祉体験学習事
業の実施協力
（大口中学校JVC 参加生徒数 延104名）
●民生委員児童委員が行うドアノッキン
グ事業の実施協力し、赤ちゃん訪問時に
お祝い品をプレゼント
（5ヶ月訪問 202名、1歳訪問 208名）

●単身・高齢者世帯に対し大口町水彩画
クラブ、民生委員の協力により、おせち料
理配布事業を実施
平成25年12月30日
（配布数100世帯）
●「敬老の日」に80歳以上の在宅高齢者
及び入所施設利用者へお祝い品の贈呈
平成25年9月13日
（配布数 在宅252名、施設150名）
●介護者向け情報冊子「介護まめ知識」を
対象世帯に配布
●地域見守り支え合いを考える会に参加
し、行政とともに町民どうしの見守り体制
についての話し合いを支援し、ふれあいサ
ロン活動を提案

児童福祉

高齢者福祉

障がい児者福祉

母子父子福祉

ふれあいサロン

ボランティアセンター

場所

北児童
センター 7月25日 手話

8月19日

8月28日

西児童
センター

南児童
センター

高齢者
疑似体験

おもちゃ
図書館

月日 内容

種別

障がい

傾聴

子育て

地域全般

地域全般

地域全般

高齢者

フリースペース
れんげそう

傾聴サロン笑桜会

子育てサロン
まむ＊まむ

外坪区ほっこり

大屋敷新田地区
いっぷく茶屋

サロンさつき

萩島地区茶々会

サロン名
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介護豆知識

認知症について

30

　多くの方が認知症の方の介護をされておられることと
思います。
　ただ「認知症とは何か」ということについて十分に理解
されていない方もいらっしゃるのではないでしょうか？
　まずは認知症とはどういうものか、以下に記載させてい
ただきますので、少しでも皆さんの参考にしていただけれ
ば幸いです。

　認知症は、「生後いったん正常に発達した種々の精神機能が慢性的に減退・喪

失することで、日常生活・社会生活を営めない状態」を言い、わかりやすく説明

すると、いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなったため

に様々な障害が起こり、生活するうえで支障が出ている状態(およそ6カ月以

上継続している)を指します。

　認知症を引き起こす主な疾患には、脳の神経細胞がゆっくりと死んでいく

「変性疾患」と呼ばれるもの(アルツハイマー病、前頭・側頭型認知症、レビー

小体病等)や、脳梗塞、脳出血、脳動脈硬化等により神経の細胞に栄養や酸素

が行き渡らなくなり、その結果その部分の神経細胞が死んだり、神経のネット

ワークが壊れてしまう「脳血管性認知症」があります。

　認知症になると、脳の細胞が壊れることによって直接起こる「中

核症状」と、「周辺症状(近年は行動・心理症状ともいう)」が現れま

す。中核症状には、記憶障害(新しいことを覚えられず、進行すると

覚えていたはずの記憶も忘れる)や見当識障害(時間・場所・人物の

失見当)等が、周辺症状には、本人が元々持っている性格、環境、人間

関係等様々な要因が絡み合い、精神症状(妄想等)、行動上の問題(徘

徊、不潔行為等)が起こります。

引用　全国キャラバン・メイト連絡協議会『認知症を学び　地域で支えよう』

認知症とはどういうものか1.

認知症はどのような症状が現れるか2.
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【編集】特定非営利活動法人「まみー
ぽけっと」　　
【ＨＰ】
http://www.geocities.jp/mammy
pocket2003/index.html

子育てをしていると、自分の体調が悪いときや、急な用事ができたとき、子どもの預け先に困ることがあり
ます。祖父母に頼むことが多いかもしれませんが、行政や民間が行っている一時預かりを利用してみるのも
よいかもしれませんね。

★時 間　月曜～金曜日　８：３０～１７：３０
★料 金　５００円／１時間　１日最大３,０００円まで
★対 象　大口町および扶桑町に在住する、生後３か月から
　　　　小学校３年生までの病気や病気の回復期である児童。
★定 員　２名
　　　　　　　つくしこどもクリニック　９５－０６００

＊詳しくはお問い合わせください。

上小口にある「結」は住み慣れた街で安心して暮らせるようにと
の思いでつくられました。どなたでも利用できるのでお困りの際
は気軽に相談ください。

会員登録をし、会員がお互いに助け合いながら
子育ての環境づくりをする制度です。

大口町に在住し、育児の
お手伝いをしたい方で、
年齢６０歳ぐらいまでの方。

大口町に在住し、育児の
手助けをして欲しい方。

◎ 保護者の就労形態により、家庭における保育が週３日程度で継続的に保育が困難となる児童
◎ 保護者の傷病または冠婚葬祭等により、緊急かつ一時的に保育を必要とする児童
◎ 保護者の育児等に伴う心理的又は肉体的負担を解消する等の私的な理由により、一時的に保育が必要となる児童

次のような児童に対し保育を実施し、児童福祉の増進を図ります。

★対 象　町内在住の満１歳から就学前児童
★場 所　大口中保育園
★人 数　１日当たり５人以内
★日 数　週３日程度とし、１か月につき１４日まで
★時 間　月から金の８：３０～１６：３０まで

児童区分

満1・2歳児 600円

500円

200円

200円3歳児以上

利用料
（児童1人1時間当たり）

給食費
（児童1人利用者のみ）

就学前児童一時預かり事業

大口町 すくすくサポート 特定非営利法人　共生ホーム　結

病児病後児保育

申し込み先　大口中保育園 ９５－２８６２　＊利用日の前月1日から３日前までに申し込みをしてください。

実施医療機関

★時 間　８：３０～１７：３０
　　　　 木・日曜日、１月１日～３日は休み
★料 金　半日(４時間)　　１,５００円
　　　　 一日(９時間)　　３,０００円
　　　　 昼食代・おやつ代　６００円(持ち込みであれば不要)
　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０５８７－７４－５２３５連絡先

★時 間　７：００～２０：００
★料 金　
　・７：００～８：００　７００円／１時間
　・８：００～１８：００　６００円／１時間
　・１８：００～２０：００　７００円／１時間
　・土・日・祝日　終日７００円／１時間
★対 象　０歳から小学６年生
★場 所　原則、援助会員の自宅
★会員登録
援助会員

依頼会員



　夏休み中、３つのボランティアサークルによる出前講座が、各児童センターでおこなわれまし
た。どのサークルも子どもたちが自然と夢中になるように、様々な工夫がされていて、参加した子
たちは、「こんなの初めて～」「やった～」「むつかしい～」などと、時間を忘れるほど楽しんだよう
でした。どの会場でも、ちょっとしたトラブルが発生しますが、どんなことが起きようと、いつも参
加している子ども側にたって、臨機応変に活動を進めるボランティアさんの姿は、子どもたちが
「先生！先生」と呼んでしまうほどでした。

　８月２１日（木）、西児童センターにて、昨年の倍の６０人近い参
加者でおこなわれました。災害時に役立つ「もやい結び（荷重が
かかっても結び目の部分が動かず輪の大きさがかわらない。ま
た、自然に解けにくいにもかかわらず必要となれば、水で濡れて
いたりしても簡単に解くこともできる）」や、新聞紙で作る簡単ス
リッパ、ケガをしたときの応急処置として三角巾の使い方などを
おこなったあと、自分の身を守る方法のクイズが出され、会場は
大盛り上がりでした。

災害救援ボランティア 毎月第3土曜日、午前9時30分から午後12時まで、
健康文化センターボランティア室にて活動

これを 
もやい結びって

言うのよ

あれっ
ここどうやるん

だっけ？

頭をケガした
ときは・・・・

えっと、ひろげて
から、頭にまくん

だったよね？

大口町の避難所は
どこかって質問だ！

簡単、簡単

スリッパに
なるのかな～

はけた！
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■編集後記■　取材・作成／編集ボランティア　oz
　友人と人生のエンディングについて語り合った・・・・なぁんていうほどカッコいい話じゃないんですけど・・・。毎年プリクラを撮る
友人が「年々、若く撮れるんだわ。今年のなんか見て！」とそれを見せられてびっくり。「わぁ　ほんとだ～」と思わず言ってしまった
ほど、若く撮れていた。友人曰く「私、そろそろ遺影を準備しようと思ってるんだけど、これにしよっ」誰の遺影かわかるんだろうか
・・・と思っていたら、友人から「プリクラって引き伸ばしが難しいらしい・・・・」とのメールが。来年には引き伸ばしOKの機械になって
いるといいね・・・・・(-“-)

　８月２２日（金）、北児童センターにて、３０人の参加者
がありました。尾張富士の「山のせいくらべ」と徳林寺
の「きえた山んば」の紙しばいを見たあと、カプラー
（右脳と左脳を同時に使って遊ぶ積み木）で仲間と協
力してタワーを作りました。バルーンでは、ボールや音
楽が入りどんどん盛り上がり、最後にいろいろなおも
ちゃで時間を忘れるほど遊びました。

　８月２８日（木）南児童センターにて、４０人の参加者
でおこなわれました。サークルの安藤さんがあいさつ
をしたあと、手をキラキラさせる拍手をしていた子ども
たちもいました。福祉実践教室で教えてもらったこと
を覚えていたようでした。日常生活のあいさつを手話
で練習したあと、ジェスチャーかるたで盛り上がり、身
近な物を手話で表現し、最後にみんなで「さんぽ」を手
話で歌いました。「聞こえない人は、おうちでどうやっ
て会話をするの？」と質問も出ました。

毎月第２土曜日、第３木曜日、午前１０時から午後３時まで、
健康文化センターおもちゃ図書館にて活動

毎週木曜日午前１０時から１２時まで、
健康文化センターボランティア室にて活動大口町手話サークル コスモス

大口おもちゃ図書館 さくら

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
講
座
に
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

こ
の
夏
、１
3
０
人
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た

秋山さんの
ジェスチャー
よくわかる！

へぇ～手話で、
コアラとイチゴは
似てるんだぁ～。

とってもわかりやすく
教えてくださった

秋山さん（左）と玉置さん

「さんぽ」の
手話ソングは完ぺき！

それっ！ぼ～っと
しとったら、

取れんからねっ！

いい？見ててよっ。
車が反対むくからね

徳林寺って
余野にあるお寺だよね

ちょっと～！
ななめじゃない？！

さぁ、バルーンの中へ
入るよ～

見て！この夏
一番の真剣顔

このおもちゃが、
なんでおもしろいのか、

わからんのに、
何回も遊んじゃうんだ
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社協トピックス　Oguchi shakyo topics
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日
本
史
の
動
乱
の
裏
に
は
、

災
害
の
歴
史
が
存
在
す
る
。
巨

大
地
震
や
火
山
噴
火
に
よ
り
、

領
地
が
壊
滅
し
た
り
、
歴
史
上

の
要
人
が
亡
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
日
本
史
は
幾
度
と
な

く
大
き
く
動
い
て
き
た
。

　
し
か
し
、そ
の
こ
と
が
き
ち
ん

と
教
え
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
。
双

方
の
研
究
と
教
育
が
、
連
動
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
過
去
の
災
害
の
歴

史
と
教
訓
を
忘
れ
た
日
本
人

は
、建
物
を
建
て
て
は
い
け
な
い

地
域
に
住
み
始
め
た
。
た
と
え

ば
、か
つ
て
の
海
や
池
に
土
砂
が

堆
積
し
た
軟
弱
な
地
盤
や
、
液

状
化
し
や
す
い
埋
め
立
て
地
。

水
に
ま
つ
わ
る
地
名
は
、
古
地

図
を
見
る
と
危
険
度
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。

「震度とマグニチュードの違いは？」
との質問に、大勢で会場を揺らす実演も

大口町防災啓発委託事業　大口社協／D・サポート丹羽共催
しの

防災講演会 演題「総力で南海トラフ巨大地震を凌ぐ」

　　災
害
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
、

今
の
危
険
度
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、

「
そ
こ
は
危
な
い
、高
い
建
物
は
危
な
い
」と

遠
慮
な
く
警
告
す
る
。

　　私
は
、自
称
い
じ
め
っ
子
で
あ
る
。

（
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

福
和
　伸
夫 

氏
）

　

こ
の
防
災
講
演
会
は
、大

口
町
防
災
啓
発
事
業
を
大
口

社
協
が
受
託
し
、防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｄ
・
サ
ポ
ー
ト
丹
羽

と
協
力
し
、共
催
で
開
催
し

た
も
の
で
す
。

　

講
演
会
に
は
、大
口
・
扶
桑

の
両
町
長
や
議
員
の
皆
様
、

地
域
防
災
に
関
心
の
高
い
町

民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、総
勢

　
今
や
、
消
防
や
警
察
を
含
め

た
官
公
庁
、
企
業
、
防
災
施
設

ま
で
も
が
危
険
地
域
に
建
て
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
東
京
や
大

阪
は
ひ
ど
い
が
、
愛
知
も
例
外

で
は
な
い
。

　
私
は
、こ
れ
以
上
危
険
地
域

に
高
い
建
物
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
、行
政
の
ト
ッ
プ
に
対
し
て
警

告
し
て
い
る
。
計
画
者
に
と
っ
て

私
は
い
じ
め
っ
子
だ
ろ
う
が
、い

じ
め
っ
子
が
言
わ
な
い
と
変
わ

ら
な
い
。

　
さ
ら
に
私
が
主
張
す
る
の
は
、

東
京
一
極
集
中
か
ら
の
脱
却

と
、中
部
の
力
。首
都
機
能
や
企

業
・
人
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
は
災

害
対
策
で
あ
り
、
子
だ
く
さ
ん

で
産
業
も
豊
か
な
中
部
は
、
充

分
な
受
け
皿
と
な
り
う
る
。

　
幸
い
、
大
口
町
や
扶
桑
町

は
、
扇
状
地
で
伏
流
水
が
豊
富

に
あ
り
、田
畑
が
広
く
、災
害
が

起
き
て
も
食
糧
が
確
保
し
や
す

い
。建
物
も
密
集
し
て
お
ら
ず
、

災
害
対
策
の
視
点
か
ら
、お
得

な
地
域
と
言
え
る
。

　
そ
う
い
う
地
域
に
は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
た

ら
、
す
さ
ま
じ
い
数
の
避
難
民

が
押
し
寄
せ
る
。
甚
大
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
三
重
や
静
岡
を

助
け
る
た
め
に
も
、
愛
知
は
自

分
た
ち
の
被
害
を
ゼ
ロ
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被

害
想
定
は
、
人
口
差
が
あ
る
た

め
、
東
日
本
大
震
災
と
の
単
純

比
較
は
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
大
き
な
被
害
想
定

に
対
し
て
は
、む
し
ろ
そ
れ
を
凌

ぐ
た
め
に
、
日
本
一
の
減
災
・
災

害
対
策
を
し
て
、安
全
な
町
に
す

る
方
が
前
向
き
で
あ
る
。そ
し
て
、

愛
知
で
そ
の
拠
点
と
な
る
の
が
、

名
古
屋
大
学
減
災
館
で
あ
る
。

２
３
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、日
本
の
減
災
・
災

害
対
策
を
け
ん
引
す
る
専
門

家
の
福
和 

伸
夫
氏
。

　

熱
く
魅
力
的
な
講
義
に
、鈴

木
町
長
を
は
じ
め
出
席
者
か

ら
「
非
常
に
よ
か
っ
た
」
と
の

声
が
多
数
き
か
れ
ま
し
た
。

福
和
氏
の
講
演
内
容

（
抜
粋
）

12



8/7 夏休み親子福祉教室
　

大
口
社
協
は
、福
祉
教
育
の
一
環

と
し
て
、夏
休
み
に
家
族
対
象
の
福

祉
教
室
（
町
内
の
福
祉
施
設
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

身
近
な
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
暮
ら
し
を
知
り
、家
族
で
福
祉
に

関
心
を
寄
せ
て
も
ら
う
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

当
日
は
、親
子
・
祖
母
と
孫
等
の

家
族
、社
協
職
員
の
合
計
２１
名
が

子どもだけのものではなく、
人が生涯にわたり、福祉にあ
たたかい関心を寄せ、さまざ
まな人と「ともに生きる力」を
養うための学びや体験の機会
を提供するものです。

特別養護老人ホーム 御桜乃里（給食＆施設内見学）

デイサービスゆい

ハートフル大口

ホッとする
お家だね～

一緒に
やりたいなあ

施設って
安心なんだ～

いただき
ま～す！

頭の体操
楽しいな♪

お仕事
がんばって！

おふろも
ピカピカ！

お城みたい！

ウエルシア暖らん

軽費老人ホーム 大口一期一会荘

役場へ到着。お疲れ様でした。

大口社協デイサービス有料老人ホーム　太郎と花子

バスツアーで、しせつをいっぱい見てきたよ！

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
見
学
し
た
施

設
は
１０
カ
所
。う
ち
７
カ
所
で
は
、

施
設
内
の
見
学
や
給
食
の
試
食
、

体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
参
加

等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
は
、「
楽
し

か
っ
た
！
」
と
素
直
な
反
応
。右
の

作
文
の
と
お
り
、う
れ
し
い
感
想

も
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
も
大
き
な
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。「
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。
も
っ
と
じ
っ
く
り
見
た
か
っ

た
。
」「
こ
の
よ
う
な
施
設
見
学

は
、中
高
年
の
人
に
こ
そ
必
要
。参

加
し
な
け
れ
ば
損
。」等
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、今
後
の
充
実
が
望

ま
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
施
設
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

福祉教育とは？
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わ
た
し
の
す
ん
で
い
る
ま
ち
の
、ふ

く
し
し
せ
つ
１０
か
し
ょ
を
み
て
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
は
、お
ふ
ろ
は
お
う
ち
よ
り

お
お
き
か
っ
た
で
す
。く
る
ま
い
す
で

も
は
い
れ
る
お
ふ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。

　

え
れ
べ
え
た
あ
が
す
ご
く
す
ご
く
お

お
き
か
っ
た
で
す
。

　

お
く
ち
の
じ
ゅ
ん
び
た
い
そ
う
と「
あ

あ
じ
ん
せ
い
に
な
み
だ
あ
り
」と
、「
ど

ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」と
、て
の
た
い
そ
う
を

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
や
り

ま
し
た
。わ
た
し
の
し
っ
て
い
る
き
ょ
く

も
あ
っ
た
け
ど
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

  

し
ょ
く
じ
は
す
き
な
も
の
を
え
ら
べ

て
よ
か
っ
た
し
、お
い
し
か
っ
た
で
す
。

  

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
は

な
し
た
か
っ
た
け
ど
、は
ず
か
し
か
っ
た

か
ら
は
な
せ
な
く
て
ざ
ん
ね
ん
で
し

た
。つ
ぎ
は
お
お
き
い
こ
え
で
は
な
し
た

い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

  

い
ち
ね
ん
せ
い
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
け
ど
、つ
ぎ
い
く
と
き
は
わ
か
る

よ
う
に
し
た
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

（
福
祉
体
験
作
文
よ
り
抜
粋
）

ふ
く
し
し
せ
つ
に
いっ
た
よ

北
小
１
年 

い
な
が
き 

か
の
ん



語
り
継
ぎ
た
い

平
和
へ
の
思
い

「
特
攻
の
真
実
と
平
和
」

8/20

7/24・8/21

平和学習会
　

大
口
町
遺
族
会
で
は
、大
口
町

平
和
祈
念
式
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ

れ
る
大
口
中
学
校
平
和
学
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
て
お
り
、大
口
社

協
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
学
習
会
と
は
、戦
争
の
悲

惨
さ
、平
和
と
命
の
尊
さ
を
次
世

代
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、中
学
２
年
生
を
対
象
に
、毎

年
、戦
争
体
験
者
の
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、元
特
攻
隊
員
で
知

覧
特
攻
平
和
会
館
初
代
館
長
の
板

津 

忠
正
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
特

攻
の
真
実
と
平
和
」
と
題
し
、講

　1945年（昭和20年）20歳で陸軍特別攻撃隊員となり、同年5月28日に鹿
児島県知覧基地より出撃したが、途中エンジントラブルにより不時着し帰
還。その後2回の出撃命令が出るが、雨のため中止となり終戦を迎える。戦
後50年にわたり、特攻で亡くなった方の慰霊と資料収集に尽力し、1036人
全員分の遺影を集める。

板津 忠正 氏(89) 犬山市在住、知覧特攻平和会館初代館長

大口町遺族会が戦争体験者の講師を派遣

夏の活動を行いました
大口町心身障害児（者）親の会 学齢部

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

板
津
氏
は
、若
く
し
て
散
っ
て
い

っ
た
戦
友
た
ち
の
写
真
を
前
に
、

「
生
き
残
っ
た
者
の
使
命
と
し

て
、特
攻
の
真
実
を
伝
え
続
け
て

い
る
。写
真
に
は
扶
桑
町
の
人
も

あ
り
、特
攻
は
身
近
で
起
こ
っ
た

出
来
事
と
知
っ
て
欲
し
い
。
」
と

強
調
。

　

数
々
の
遺
書
が
物
語
る
隊
員
た

ち
の
想
い
に
も
触
れ
、平
和
と
命

の
尊
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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福祉関係団体の話題をご紹介します

　

大
口
町
心
身
障
害
児（
者
）

親
の
会
学
齢
部
で
は
、長
い
夏

休
み
に
有
意
義
か
つ
楽
し
い

経
験
を
、と
の
思
い
か
ら
夏
の

活
動
と
し
て
様
々
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
1
回
目
の
活
動

は
、7
月
24
日（
木
）に「
作
っ

て
遊
ぼ
う
会
」
を
行
い
ま
し

た
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
弓
を
、

ス
ト
ロ
ー
で
矢
を
作
り
ま
し

た
。ま
た
、お
絵
描
き
せ
ん
べ

い
等「
作
る
」こ
と
を
中
心
に

行
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
活
動
は
、８
月
２１

日
（
木
）に
「
み
ん
な
で
遊
ぼ

う
会
」
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

日
は
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
ゲ
ー
ム
を
４

種
類
行
い
ま
し
た
。ゲ
ー
ム
の

中
に
は
苦
戦
す
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
、く
じ
け
ず
に

何
度
も
挑
戦
す
る
と
い
う
去

年
よ
り
成
長
し
た
姿
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
短
い
時
間
で
し

た
が
、お
友
達
と
楽
し
い
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

（
親
の
会
学
齢
部
代
表
）

社協トピックス　Oguchi shakyo topics



　ひとり親家庭夏休み日帰り旅行が台風により中止となり
ましたので、参加者を再募集します。※なお、申込みは先
着順ですが、中止した旅行の参加者を優先的に受け付け
させていただきますので、ご了承ください。

ひとり親家庭日帰り旅行
参加者再募集

社会福祉協議会　☎ ９４‐００60
申込・お問合せ先

社会福祉協議会　☎ ９４‐００60
申込・お問合せ先

11月23日（日曜日）※午前7時出発日 時

大口町役場南側駐車場集合場所

大阪市ユニバーサルスタジオジャパン行き先
大人（中学生以上）　　  4,000 円
小人（４歳以上～小学生）2,000 円

参加費

往復バス代、バス旅行傷害保険、
ユニバーサルスタジオジャパンパスポート
※食事代は含まれません

参加費に含まれるもの

平成26年10月27日（月曜日）日 時

身体障害者手帳1級・2級をお持ちの方と
介助者（内部疾患の方を除く）

対象者

大型リフト付き観光バス
（車いすをご利用の方も安心してお出かけ
いただけます）

交通手段

25名（定員になり次第締め切ります）募集定員

10月2日（木）午前9時から（電話申込み可）申 込

長野県 富士見台高原
天空の楽園 ヘブンス園原とリンゴ狩り

行き先

3,000円参加費

町内在住のひとり親家庭で、子どもさんの
年齢は１８歳以下

要 件

４５名（定員になり次第締め切ります）募集定員
10月8日（水）午前９時から
※来所または電話等でお申込ください

申 込

重度身体障がい者
日帰り旅行 参加者募集

赤い羽根共同募金配分金事業

15

内容
月

母子自立支援相談
女性相談

10：00～15：30
女性相談

10：00～15：30
10月 1日（水）

5日（水）
3日（水）

15日（水）
19日（水）
17日（水）

11月
12月

内容
月

高齢者・障がい者の
弁護士相談

13：30～16：30
10月 22日（水）

26日（水）
24日（水）

11月
12月

予約受付:社会福祉協議会　電話 94-0060

平成26年10月～12月分

心配ごと相談所開設日程

　ご高齢の方、障がいをお持ちの方やそのご家族が
安心して暮らしていくために、弁護士が身近な心配
ごとの相談にのります。

相談時間はおおむね
30分間ですので、あら
かじめ相談内容をまと
めてきてください。

　経済問題、就労、進学、各種手続き等に関するひと
り親家庭のための相談。女性の母子自立支援員が対
応します。

　家庭、離婚、人間関係、介護、子育て、ＤＶ等に関す
る女性のための相談。女性相談員が対応します。

　専門の相談員が対応し、秘密は厳守されますので、
安心してご相談ください。ご家族や福祉関係者からの
相談も可能です。
●母子自立支援相談（第１水曜日）

●女性相談（第１・３水曜日）

●高齢者・障がい者の弁護士相談（第４水曜日）

※弁護士相談は
完全予約制です

災害義援金募集
　大口社協事務局の窓口では、現在、下記の災害義援金の
受付を行っています。
お問合せ先：大口町共同募金委員会　94-0060

平成26年12月26日（金）まで

平成27年3月31日（火）まで

●平成26年広島県大雨災害義援金

●7.9南木曽町豪雨災害義援金

平成26年10月31日（金）まで

●平成26年8月京都府豪雨災害義援金
●丹波市豪雨災害義援金（兵庫県）
●平成26年徳島県台風11・12号災害義援金

ロープウェイ＆
お土産付

社協からのお知らせ　information
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社協からのお知らせ　information

空き時間を利用して、車の運転なら自分にもできるという方、定年後の第２の人生を活かしたい方、大歓迎です！

11月12日（水曜日）
午前10時～午後3時（1回講座）

日時

大口町健康文化センター1階 多目的室他場所
20名（定員になり次第受付を終了）定員
次の条件を満たす方（居住地は問いません）
①概ね40歳から74歳の方
②普通自動車免許を取得し、過去２年以内に
その効力が停止されていない方

対象

500円 ※昼食は各自参加費

内容
①講義「ストップ・ザ交通事故」
講師 愛知県県民生活部地域安全課
交通安全グループ主査 甲 純一郎氏
②実技講習（社協の車両を使用）
平成26年10月6日（月）午前9時から申込み
社会福祉協議会
電話 94-0060　FAX 94-0059

申込み問合先

12月21日（日曜日）
午前9時45分から午後4時30（予定）

日時

大口町健康文化センター1階 多目的室場所
40名（定員になり次第受付を終了）定員
ふれあいサロンや介護予防に関心のある方
（介護事業者の方については、大口町内に
事業所がある場合に限ります）

対象

3,000円（テキスト代）※昼食は各自参加費

内容
【午前】ワークショップ「回想法の体験」
【午後】講義
「地域の方々に対する回想法とまちづくり」
※研修内容は変更の可能性があります。

平成26年10月6日（月）午前9時から
※来所または電話等でお申込ください

申込み

社会福祉協議会
電話 94-0060　FAX 94-0059

申込み問合先

ふれあいサロン　運転ボランティア養成講座 受講者募集

～ふれあいサロンの運転ボランティアとは？～
　大口社協では、町内で開催するふれあいサ
ロンの活動を支援しています。
「サロンに行きたいけど、徒歩や自転車で行け
ない。車で送迎してくれる人もいない。」という
お年寄り等の声にお応えするため、運転ボラン
ティアによる送迎を計画しています。送迎には、
社協が所有する車両を使用します。

介護予防・認知症予防で大注目の回想法が、
大口町で学べます！

　病院や高齢者施設の認知症をもつ
方々に対し、作業療法や回想法を実践し
てきた経験より、現在は認知症ケアにお
ける回想法に関する講演・研修をはじ
め、地域の認知症予防を目指す。
　愛知県北名古屋市をはじめ岐阜県、
青森県、兵庫県、静岡県などで「地域回
想法」の普及とまちづくりに取り組んで
いる。

　自らの経験や、昔懐かしい道具をもちいてその体験を語り合う（回想する）
方法。アメリカの医師により考案され、回想法は脳を活性化させ、気持ち(心)
を元気にするという効果が報告されたことから、非常に注目されています。
　北名古屋市は、「回想法のまち」として全国で一躍有名になった先
進地。回想法を日本で初めて地域の中に取り入れ、「地域回想法」とし
て介護予防、認知症予防や地域づくりの事業を実施しています。回想
法は、65 歳以上のシニア世代の活性化や歴史民俗資料館の活用、生
活文化の伝承、世代間交流へとつながっています。

講師 来島 修志 氏
日本福祉大学健康科学部リハビリテ
ーション学科作業療法学専攻 助教

―回想法とは？―

回想法基礎研修

大口町歴史民俗資料館の収蔵・展示品。懐かしの品 に々あの頃の
記憶がよみがえり、同じ時代を知る仲間と思い出話に花が咲きます。
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